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危機管理と校長の役割

資 料

第４分科会 危機管理 学校への影響・ダメージの大きいと考える危機
（職種別）

不祥事 いじめ 学習中の事故 個人情報

校 長 26％ 22％ 18％
教 頭 30％ 30％ 15％
教 諭 等 15％ 16％ 18％ 11％
養護教諭 15％ 19％ 7％ 19％
事務職員 11％ 16％ 18％ 11％

養護教諭 同率１５％：アレルギー
その他上位：資金管理

学校への影響・ダメージの大きいと考える危機
（年代別）

不祥事 いじめ 学習中の事故 個人情報

５年目 13％ 22％ 18％ 18％
２０代 22％ 22％ 11％
３０代 17％ 14％ 22％ 14％
４０代 13％ 14％ 19％
５０代 15％ 16％ 19％

２０代 １７％：指導力不足・資金管理
その他：資金管理

校長と教頭の違い

校長と教頭の違い 校長と教頭の違い
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職種による違い

大いに
ある

どちらかと
いえばある

どちらかと
いえばない

校 長 ５８％ ３９％ ３％

教 頭 ３７％ ６３％ ０％

教 諭 等 ０％ ８４％ １６％

養護教諭 ０％ ８３％ １７％

事務職員 ０％ １００％ ０％

◆ 学校全体でトラブルを抱えた教職員を応援しようとする

雰囲気がありますか。

年代による違い

◆ 教職員の指導力不足

新採５年 ２０代（後半） ３０代 ４０代 ５０代

２％ １７％ ３％ ６％ １％

◆ アクシデントの認識

新採５年 ２０代（後半） ３０代 ４０代 ５０代

７％ ３３％ ２５％ １３％ １０％

◆ インシデントの認識

新採５年 ２０代（後半） ３０代 ４０代 ５０代

６０％ ３３％ ５０％ ４８％ ４０％

学校規模による校長の違い

◆ インシデント：保護者との関係悪化

◆ いじめは多いか？

◆ 子どものトラブルは多いか？

小規模 中規模 大規模

校 長 ９％ ２５％ ４０％

小規模 中規模 大規模

校 長 ２０％ ２７．３％ ５０％

小規模 中規模 大規模

校 長 ２１．４％ ４５．５％ ５０％

学校規模による校長の違い

◆ 保護者から管理職への直接の意見や要望

◆ 保護者からの強いクレーム

小規模 中規模 大規模

校 長 ０％ １８．２％ ２５％

小規模 中規模 大規模

校 長 ３３．３％ ５４．５％ １００％

各校の実践 １
【学校安全計画の改善】 A小学校（中規模）

各校の実践 １

【改善の経過及びポイント】

１．改善の経過
〇令和元年５月 → 校長会健康教育部研修会
「危機管理と校長の役割」県スポーツ保健課 渡邉隆 課長補佐

〇令和元年５月 → 学校安全計画見直しプロジェクト立ち上げ

〇令和元年６月 → 学校安全計画作成及び職員への周知

〇令和元年７月 → 校長会健康教育部主催安全主任研修会

〇令和元年７月 → ＰＴＡ研修会にて学校安全計画の周知
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各校の実践 １
２．改善のポイント

（１）研修成果を活かした改善

〇「安全教育」「安全管理」「組織活動」の目的の明確化

〇文部科学省及び県教育委員会提示のモデルの活用

〇安全主任の意識の向上並びにスキルアップ

（２）アンケート結果を活かした改善

〇安全主任と養護教諭を中心としたプロジェクト

〇校内研修による安全教育並びに安全計画の周知

〇安全教育並びに安全計画を保護者と共有

各校の実践 ２
【危機管理マニュアルの統合】 B小学校（大規模）

課題 様々な危機管理マニュアルが存在し、全掌握が難しかった。
（平成３０年度）

［学校経営概要］
非常災害対策及び防止計画（火災・地震・不審者避難訓練）
地震・台風・水害対応マニュアル
熱中症対応マニュアル
食物アレルギー児童対応マニュアル
特別な支援を要する児童対応マニュアル
水泳指導・プール管理規定
灯油漏えい緊急事態対応マニュアル 等

［防災マニュアル］・・・・市防災安全課主導で学校で作成
学校安全防災全体計画
学校防災マニュアル
避難所運営マニュアル 等

課題解決 学校安全防災対策委員会を設置･･･安全教育、安全管理の推進役
学校安全防災マニュアルとして統一
学校経営概要にマニュアル前半部分を掲載 （平成３１年度）

各校の実践 ２

効果 〇安全主任を中心に安全教育、安全管理が推進している。
〇学校安全防災マニュアルをもとに危機意識を全職員間で共有、
情報の伝達が行われている。

課題 〇膨大な資料の学校安全防災マニュアルの更新が必要

安全主任・保健主事・教頭で等で分担等で解消

各校の実践 ３

【有事に備えた下校訓練・引き渡し訓練】
C小学校（大規模）

（１）通学路の安全が確認された場合を想定した訓練＜一斉下校訓練＞

（２）通学路等の安全が確保できない場合を想定した訓練

＜引き渡し訓練＞を計画する際の検討事項

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

（１）＜一斉下校訓練＞の大まかな流れ

① 緊急時下校 実施判断（校長）

② 移動開始の放送（教務） ※６年の移動時のみ

放送の合図で６→１→２→３→４→５年の順に移動

学年の最後に移動する学級は次の学年に連絡する

③ 集合場所に整列 ※晴天時；グラウンド、雨天時；体育館

通常の避難訓練と同様に、学年ごと、各学級男女２列出席番号順

各校の実践 ３
④ 下校先を変更する児童と欠席児童の把握

担任が「連絡届け」に記入し、該当児童に渡す

欠席児童の「連絡届け」は、同じコースの児童へ渡す

⑤ 教職員がそれぞれの担当場所に移動
１９のコース＋本部（教頭）

学年主任はコースを担当せず、緊急時対応

⑥ 変更する児童の移動
変更前のコース担当に「連絡届け」を見せてサインをもらい、

変更後のコースへ

コース担当者は名簿に変更事項を記入

⑦ 全体移動
名簿との照合と人数確認

⑧ 最終報告（教頭）※報告を受け、チェック表で確認
「〇〇コース ◇◇名全員います」

「△△コース 変更児童◆名 ◆名増（減）で☆☆名です」

⑨ 下校開始

各校の実践 ３

（２） ＜引き渡し訓練＞を計画する際の検討事項

【引き渡しの判断基準】
・ 通学路に被害が発生していないか

・ 地域の被害が拡大するおそれがないか

・ 下校の時間帯に危険が迫ってこないか

・ 引き渡す保護者にも危険が及ばないか

＜検討事項１＞ 有事の際の保護者への連絡方法

携帯メール、電話、目印（旗）の提示 など

＜検討事項２＞ 引き渡し(学校側)・引き取り(保護者側)の手順

児童が校内で活動中に有事が発生した場合

〃 校外活動中 〃

〃 登下校中 〃

＜検討事項３＞ 避難場所（留め置く場所）

※車で来校する保護者の駐車場所や車の流れを考慮に入れつつ教室、体育館、

グラウンド、近くの公園 など

＜検討事項４＞ 児童の心のケア実施のありかた

＜検討事項５＞ 職員の役割分担

以上の事項について検討を重ね、計画・実施へとつなげていく。



4

各校の実践 4

【通学路安全推進事業･･･関係機関との連携による危機管理】
D小学校（中規模）

目的 〇関係機関と連携して、通学路の安全確保に向けた取組を行う。

〇通学路合同点検及び協議を通じて、児童の交通事故防止を図る。

［協議会メンバー］
学校、警察交通安全課、市道路維持課、ＰＴＡ、
アドバイザー（東北芸術工科大学教授）

［活動内容］
通学路合同点検
連絡協議会（年２会開催）

［効果］
〇専門家の通学路の安全に対する高い危機管理の情報の共有
〇子どもたちへの安全教育・安全指導の充実
〇施設・設備的な問題の解消
（横断歩道・グリーンベルト、ガード下の白塗、街灯ＬＥＤ・防犯カメラの設置）

各校の実践 ５

【地域との連携】 E小学校（中規模）

★子ども見守り隊による地域での安全確保

E小学校では学区内が２７区に分かれており，
それぞれの区から複数名の「子ども見守り隊」が組
織される。現在，登録されている「子ども見守り隊」
は，１３７名おり，地域での子どもの安全を見守って
くださっている。

★ 「子ども見守り隊」安全パトロール対面式

毎年，５月の初め頃に，「子ども見守り隊」の皆様との
対面式を実施している。地区ごと複数に編成された通学
班と，各地区の「子ども見守り隊」の皆様とが，互いに顔
を合わせ，子どもたちが「子ども見守り隊」の皆様の顔を
しっかり覚えることが目的である。

各校の実践 ５
★ 「安全フェスタＩＮ E小学区」の開催

今年度初めて，E地区町内会連合主催による「安全フェスタＩＮ E小学区」が開催さ
れた。E地区民の防犯・防災意識の高揚と地域の絆を強固にするねらいの元，
E地区の方に参加を広く呼びかけ，実現した。
会の中では，「安全・安心まちづくり」宣言と，高齢者と子ども代表による「防犯宣
言」，「交通安全宣言」，「早期避難行動宣言」の宣誓が行われた。

「防犯宣言」
１ 家庭や地域で防犯について話し合い，犯罪に遭わないよう気を
付けます。

２ 自転車にも，鍵をかけて駐輪します。

★共同宣言

「交通安全宣言」
１ 道路には，絶対飛び出しません。
２ 自転車も車の仲間，ヘルメットをかぶり，交通ルールを守って運
転します。

３ 車に乗ったときは，必ずシートベルトをします。

「早期避難行動宣言」
１ 避難情報が出る前でも，身の危険を感じたら，すぐに安全な場
所に避難します。

２ 防災訓練には，積極的に参加します。

各校の実践 ６

【 ヒヤリハット集の作成・活用 】 F小学校（小規模）

大事には至らなかったものの、一歩間違えば大きな事故につながりかねない事案があ
る。

■職員が事故事例および必要な事前指導を意外と知らない、イメージできない。

■事故事例の知識が豊富で、それに応じた事前指導やその場での指導が適切に行わ
れれば、事故のリスクを下げることができるではないか。

■ベテランの大量退職に伴い、今後益々若い先生方が増加する中、事故事例および
事前指導が受け継がれづらくなってきている。

【現状】

【要因】

【考えたこと】

【手立て】

■本校独自の「ヒヤリ・ハット集」の作成および活用

各校の実践 ６

【作成方法】
■全職員から、これまでの経験をもとに、ヒヤリハットした事例や
考えられる手立てについて、情報を集めた。

（本校が経験豊富なベテラン教職員が多くいることを生かして）

【活用方法】

■全国的な事故事例を集めた。

■上記２つを合わせて、
①ヒヤリハットの事例 ②考えられる手立て ③自己チェック欄
にまとめた。

■前期・後期の年２回、全職員が読んで自己チェックする時間を
確実に設定する。

■新たなヒヤリハットした事例が発生したり、危険をイメージでき
たものがあったら、未記入欄に記載して提出する。

■新たなものを集約・更新し、情報提供および確認を行う。

各校の実践 ６
手立て（例）を記載

年間２回チェック
きるように

新たな事案があったり、
イメージできた時に記載
できる欄。どんどん集め
て、付け加えていく。


